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１．概要（Summary） 

高輝度発光材料である量子ドットのスパイラル配列構

造を作製し、らせんの巻方向に応じた円偏光発光（CPL）

が発現することを明らかにした。すなわち、キラルな無機

ナノ材料 silica nanohelix に量子ドット CsPbBr3ペロブ

スカイトナノ結晶（PNCs）を複合化させた PNCs−silica 

nanohelixは、固体フィルム状態でのみPNCsのスパイラ

ル配列構造を形成し、silica nanohelix の巻方向に応じ

た CPL を発現することを見出した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

共焦点レーザー走査型顕微鏡、ゼータ電位・粒径測定

システム 

【実験方法】 

界面活性分子 16-2-16 tartrateの分子集合体からなる

有機ナノヘリックス近傍でのオルトケイ酸テトラエチルのゾ

ル−ゲル反応により、シリカ被覆された silica nanohelix

を得た[1]。この silica nanohelixに CsPbBr3 PNCsを複

合化させた PNCs−silica nanohelix を作製した。トルエ

ン中で PNCs−silica nanohelix をコロイド状に分散させ

た試料をガラス基板上で乾燥させることにより、透明性の

高いフィルムを作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

固体フィルム状態のPNCs−silica nanohelixは、右巻

きの silica nanohelixを用いた場合は左円偏光発光を、

左巻きの silica nanohelixを用いた場合は右円偏光をそ

れぞれ示すことがわかり、silica nanohelix を無機キラル

源とする選択的円偏光吸収（CD）及び CPL の発現に成

功した。また、コロイド分散状態では CPLを示さないこと、

CPL を示す固体フィルムを溶媒（トルエン）に浸すと CPL

を示さず、再度乾燥させると CPL が復元することを確認し

た。この現象について、斜入射小角 X 線散乱法

（GISAXS）や透過型電子顕微鏡観察（TEM）を駆使した

３次元構造評価を行った結果、固体フィルム中ではPNCs

の粒子間距離が近く（< 1-2 nm）、PNCs が silica 

nanohelix に沿ってスパイラル配列構造を形成しているこ

とがわかった。一方、コロイド溶液中では PNCs の粒子間

距離が比較的遠く（> 5-6 nm）、スパイラル配列構造を形

成していないことがわかった。また、Coupled Dipole 

Method（CDM）によるシミュレーションを行ったところ、

PNCsの粒子間距離が1 nmから4 nmへと遠くなるとCD

信号が 10%以下に低下し、実験で得られた結果を支持す

ることが示された。 

以上の成果は、ボルドー大学 小田玲子グループとの

共同研究による。 
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